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目的：日本およびシンガポールの有料老人ホームに暮らす高齢者の作業歴、生活時間、
生活満足度を明らかにすることを通して、高齢者の生活の展望に資すること．  
方法：対象：日本：E 園に暮らす健常老人のうち、自由意志で協力者募集に応じた者
10 名程度．シンガポール：同様に H 施設に暮らす 3 名． 
データ収集法：①VAS による主観的生活満足感 7 項目(健康,気分,家族関係,人間関
係,経済状態,現在の生活,満足度）②作業遂行歴面接、③作業バランス自己診断（E
園のみ）  
尚、本研究は両所属施設の倫理委員会の承認を得た後行った．  
結果：E 園では 17 名の応募者があり、研究者 7 名が手分けして 2,3 名ずつインタビュー
を行った。内一名は認知症が疑われたためデータから削除した．  
  16 名の内訳：男性 8 名、女性 8 名．70 代 3 名、80 代 12 名、90 代 1 名．  
H 施設では 3 名の対象者を 1 名の研究者がインタビューした．内訳：男性 1 名、
女性 2 名．60 代 2 名、70 代 1 名．  
インタビュー所要時間：いずれも 50 分～90 分． 
①VAS による主観的生活満足感：E 園 17 名の VAS ﾃﾞｰﾀをもとに主成分分析、クラスター
分析を行った．主成分分析の結果次の 2 つの成分が抽出された．①気分-健康-家族
関係-現在の生活 -経済状態からなる成分で「個人の生活」と命名した．② 人間関
係のみが突出して高い固有値を持つ成分で「他者との人間関係」と命名した．クラ
スター分析では、家族関係 -経済状態、気分 -満足度-現在の生活の近接性が高かっ
た．シンガポール 3 名のデータを加えた場合でも、ほぼ同様の結果となった．  
②作業遂行歴面接：生活満足度を基準に対象者の特徴を考察した．  
E 園：90 点台：男性 4,女性１：ピアノ伴奏、語り部ボランティアなど何らかの社
会的役割がある．85 点：男性 2、女性 2：囲碁、カメラ、俳句など個人的趣味を持っ
ている。80-83 点：男性 1，女性 2:読書、短歌など個人的趣味があるが仕事には及
ばず充実感がない．70 点：男女各１：趣味はしているが充実感がない．60 点：女
性２．ﾊﾟｿｺﾝ、ｵｶﾘﾅなど趣味はあるが園の行事等には参加していない．虚弱．  
H 施設：90 点：女性．ｲﾝﾄﾞへのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、主婦、友人役割を持って楽しい充実した
生活を送っている．85 点：女性．孤児で代母に育てられた．今は代姉と暮らし家事
をしている．姉は気分にむらがあるがそれを受け入れ禅的精神をもって暮らす．50
点：男性．13 年前に離婚し一人暮らし．家事をしなければならないのが不満．妻と
子どもに財産をとられてしまいいつか復讐したいと思っている．  
 ③作業ﾊﾞﾗﾝｽ：全体的傾向として各作業は、義務的 -願望的の両方に分類されていた． 
 考察：E 園は郊外の家事や食事サービスを持つホームであるのに対し、 H 施設は町中
の高齢者向け住宅で、家事や ADL は個人の責任でデイケア的サービスとして各種作業
を提供しており、入居者は独立性、個別性が高い特徴を持つことが明らかになった． 
発表予定：2018 年 9 月に日本作業療法学会で、発表予定  
 
 
 
 
 
